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平
成
22
年
度 

野
々
市
町
文
化
賞
、
野
々
市
町
表
彰
、秋
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、
大
臣
表
彰
ほ
か

功
労 

功
績
を
た
た
え
て

　
11
月
３
日
㈬
、
文
化
の
日
に
情
報
交
流

館
カ
メ
リ
ア
で
表
彰
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
中
野
孝
一
さ
ん
が
、
15
年
振

り
５
人
目
と
な
る
町
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ

た
ほ
か
、
町
表
彰
者
は
24
人
、
町
教
育
委

員
会
表
彰
者
は
14
人
１
団
体
、
町
文
化
協

会
表
彰
者
は
８
人
、
町
体
育
協
会
表
彰
者

は
21
人
７
団
体
で
し
た
。
受
賞
は
、
次
の

方
々
で
す
（
敬
称
略
）。

野
々
市
町
文
化
賞

　
中
野
　
孝
一
（
清
金
３
丁
目
）

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）

に
認
定
さ
れ
、
５
万
町
民
に
夢
と
希
望
を

与
え
る
と
と
も
に
、
伝
統
を
重
ん
じ
た
教

育
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
る
。

野
々
市
町
表
彰

特
別
功
労
表
彰

　
岡
田
　
　
昇
（
堀
内
２
丁
目
）

町
生
活
安
全
審
議
会
委

員
と
し
て
、
防
犯
お
よ

び
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
る
。

　
進
村
　
五
月
（
藤
平
）

町
生
活
安
全
審
議
会
委

員
と
し
て
、
防
犯
お
よ

び
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
る
。

　
塚
本
　
　
稔
（
御
経
塚
１
丁
目
）

町
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
と
し

て
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
る
。

自
治
功
労
表
彰

　
水
野
　
俊
一
（
横
宮
町
）

横
宮
町
町
内
会
長
と

し
て
、
住
民
自
治
活
動

に
尽
力
し
、
町
勢
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
る
。

　
清
水
　
外
司
英
（
堀
内
２
丁
目
）

町
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
、
教
育
行
政

の
伸
展
に
寄
与
さ
れ

る
。

　
中
村
　
吉
輝
（
金
沢
市
法
島
町
）

町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
委
員

と
し
て
、
個
人
情
報
の

管
理
お
よ
び
情
報
公

開
の
適
正
な
運
用
に

貢
献
さ
れ
る
。

　
藤
村
　
惠
子
（
本
町
２
丁
目
）

町
中
央
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
と
し
て
、

社
会
教
育
の
伸
展
に

貢
献
さ
れ
る
。

　
西
川
　
和
夫
（
住
吉
町
）

町
体
育
指
導
委
員
と

し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
さ
れ

る
。

　
南
部
　
直
枝
（
押
越
２
丁
目
）

町
体
育
指
導
委
員
と

し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
さ
れ

る
。

　
山
崎
　
昌
彦
（
本
町
２
丁
目
）

町
体
育
指
導
委
員
と

し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
さ
れ

る
。

　
北
　
早
代
子
（
押
野
４
丁
目
）

町
体
育
指
導
委
員
と

し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
さ
れ

る
。

　
風
無
　
信
子
（
清
金
３
丁
目
）

町
体
育
指
導
委
員
と

し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
さ
れ

る
。

地
域
功
労
表
彰

　
中
塚
　
映
通
子
（
押
越
１
丁
目
）

多
年
に
わ
た
り
、
町
母

子
保
健
推
進
員
と
し

て
、
子
育
て
支
援
活
動

を
行
い
、
町
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
る
。
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中
塚
　
ひ
ろ
み
（
太
平
寺
１
丁
目
）

多
年
に
わ
た
り
、
町
母

子
保
健
推
進
員
と
し

て
、
子
育
て
支
援
活
動

を
行
い
、
町
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
る
。

ま
た
、
町
食
生
活
改
善

推
進
員
と
し
て
栄
養

改
善
事
業
に
協
力
し
、

町
民
の
健
康
増
進
に

貢
献
さ
れ
る
。

芸
術
文
化
功
労
表
彰

　
飴
谷
　
久
太
郎
（
押
野
５
丁
目
）

多
年
に
わ
た
り
、
町
文

化
協
会
常
任
理
事
お

よ
び
副
会
長
を
務
め
、

協
会
の
運
営
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
、
花

と
緑
の
の
い
ち
椿
ま

つ
り
の
発
展
と
地
域

文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

　
長
尾
　
光
喜
（
本
町
３
丁
目
）

２
０
１
０
イ
ン
ド
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
競
技
大
会
　

個
人
競
技
　
シ
ン
ク

ロ
ナ
イ
ズ
ド
　
13
～

14
歳
の
部
　
女
子
　

第
５
位

　
刈
本
　
天
斗
（
押
野
２
丁
目
）

第
64
回
国
民
体
育
大
会

水
泳
競
技
　
少
年
Ｂ

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　

石
川
選
抜
　
第
１
位
　

４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
　
石
川
選
抜
　
第

２
位

第
49
回
全
国
中
学
校
水

泳
競
技
大
会 

１
０
０

ｍ
平
泳
　
第
５
位

　
新
　
　
久
子
（
押
野
７
丁
目
）

第
15
回
全
日
本
エ
ル

ダ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
　
優
勝

　
砂
口
　
弘
子
（
矢
作
２
丁
目
）

第
15
回
全
日
本
エ
ル

ダ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
　
優
勝

　
横
山
　
雅
美
（
押
野
２
丁
目
）

第
15
回
全
日
本
エ
ル

ダ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
　
優
勝

　
嶋
田
　
絵
美
（
本
町
５
丁
目
）

第
15
回
全
日
本
エ
ル

ダ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
　
優
勝

　
湯
川
　
満
友
（
押
野
５
丁
目
）

平
成
22
年
度
全
国
高

等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
　
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

第
２
位

　
小
谷
内
　
健
太
（
御
経
塚
５
丁
目
）

平
成
22
年
度
全
国
高

等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
　
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

第
２
位

　
林
　
　
凌
平
（
高
橋
町
）

第
45
回
全
国
高
等
専

門
学
校
体
育
大
会
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

優
勝

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
功
労
表
彰

山
谷
　
光
輝
（
本
町
２
丁
目
）

　 

町
文
化
協
会
の
理
事
長
お
よ
び
役
員
と
し
て
、

町
の
文
化
振
興
に
著
し
く
貢
献
さ
れ
る
。
ま
た
、

社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
会
長
と
し
て
就
任
以
来
、

会
の
運
営
・
発
展
に
現
職
と
し
て
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

教
育
振
興
表
彰

五
郎
谷
　
俊
（
押
野
４
丁
目
）

　 

第
51
回
石
川
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

５
０
０
０
ｍ
　
優
勝
・
大
会
新
記
録
樹
立

　�

平
成
22
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
５
０
０
０
ｍ
　
優
勝

山
崎
　
　
茂
（
徳
用
町
）

　 

石
川
県
民
体
育
大
会
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

　
10
回
出
場

西
　
　
千
鶴
（
字
位
川
）

　 

石
川
県
民
体
育
大
会
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
　

12
回
出
場
　
１
回
入
賞

北
本
　
信
也
（
横
宮
町
）

　 

石
川
県
民
体
育
大
会
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
　

11
回
出
場
　
２
回
入
賞

半
浦
　
正
文
（
御
経
塚
１
丁
目
）

　
石
川
県
民
体
育
大
会
　
卓
球
競
技
　
14
回
出
場
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松
田　

秀
明
（
太
平
寺
３
丁
目
）

　
石
川
県
民
体
育
大
会　

卓
球
競
技　

11
回
出
場

浅
野　

直
之
（
粟
田
４
丁
目
）

　
石
川
県
民
体
育
大
会　

柔
道
競
技　

10
回
出
場

藤
田　

治
郎
（
太
平
寺
３
丁
目
）

　

 

石
川
県
民
体
育
大
会　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

11
回
出
場　
５
回
入
賞

清
水　

宏
和
（
新
庄
６
丁
目
）

　

 

石
川
県
民
体
育
大
会　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技　

11
回
出
場

久
保　

尚
崇
（
御
経
塚
１
丁
目
）

　

 

石
川
県
民
体
育
大
会　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技　

12
回
出
場

竹
田　

節
子
（
粟
田
３
丁
目
）

　

 

石
川
県
民
体
育
大
会　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技　

10
回
出
場　
５
回
入
賞

松
岡　

里
紗
（
矢
作
３
丁
目
）

　

 

石
川
県
民
体
育
大
会　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技　

10
回
出
場　
５
回
入
賞

藤
村　

功
司
（
押
越
２
丁
目
）

　

 

石
川
県
民
体
育
大
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技　

10
回
出
場

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

 

石
川
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

�

平
成
18
、
19
、
20
、
21
年
度
優
勝
（
４
年
連
続
）

平
成
22
年
度
（
準
優
勝
）

文
化
協
会
表
彰

文
化
振
興
賞

朝
倉　

忠
雄
（
金
沢
市
・
押
野
１
丁
目
）

　

 

じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
役
員
と
し
て
、
は
や
し

方
の
指
導
に
積
極
的
に
努
め
ら
れ
、ま
た
、じ
ょ

ん
か
ら
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
結
成
さ
れ
て
以
来
、
そ
の

指
導
・
育
成
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
る
。

大
村　

導
子
（
扇
が
丘
）

　

 

美
術
文
化
協
会
理
事
と
し
て
会
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
、
ま
た
、
現
代
美
術
展
の
審
査
員
を
務
め

る
な
ど
、
後
進
の
指
導
に
も
熱
心
に
尽
力
さ
れ

る
。

勝
本　

睦
美
（
白
山
市
横
江
）

　

 

美
術
文
化
協
会
役
員
と
し
て
、
会
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
、
町
美
術
展
や
椿
ま
つ
り
の
表
彰
状
の

筆
耕
な
ど
に
貢
献
さ
れ
、
ま
た
、
書
道
教
室
を

開
催
し
、
多
く
の
書
愛
好
家
を
育
て
ら
れ
る
。

新　

富
士
子
（
若
松
町
）

　

 
町
文
化
協
会
お
よ
び
美
術
文
化
協
会
役
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、

ま
た
、
町
美
術
展
の
審
査
員
と
し
て
町
の
文
化

振
興
に
貢
献
さ
れ
る
。

文
化
奨
励
賞

木
戸　

博
也
（
扇
が
丘
）

　

 

音
楽
文
化
協
会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
音
楽
教

室
を
開
校
し
、
子
供
た
ち
を
中
心
に
熱
心
に
指

導
さ
れ
る
な
ど
町
の
文
化
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
る
。

吉
倉　

一
美
（
清
金
３
丁
目
）

　

 

民
謡
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
会
の

発
展
お
よ
び
運
営
に
尽
力
さ
れ
町
の
文
化
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

木
村　

幸
雄
（
下
林
４
丁
目
）

　

 

茶
道
協
会
設
立
以
来
、
茶
道
協
会
役
員
と
し
て
、

会
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
ま
た
自
ら
茶

道
具
の
製
作
を
行
い
町
の
文
化
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
る
。

畠　

二
三
子
（
末
松
１
丁
目
）

　

 

短
歌
協
会
役
員
と
し
て
、
会
の
中
心
で
育
成
・

指
導
に
努
め
ら
れ
、
ま
た
大
会
に
も
積
極
的
に

参
加
さ
れ
、
数
多
く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
町
の
文

化
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

体
育
協
会
表
彰

体
育
功
労
賞

粟　
　

朋
枝 （
本
町
４
丁
目
）

　

 

多
年
に
わ
た
り
野
々
市
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

役
員
と
し
て
運
営
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
指
導
者
と

し
て
競
技
力
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
。

岡
田　

正
義 （
下
林
４
丁
目
）

　

 

多
年
に
わ
た
り
野
々
市
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
役

員
と
し
て
競
技
力
の
向
上
と
、
協
会
運
営
発
展

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
野
々
市
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
役
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成

に
貢
献
さ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

内
田　

千
尋
（
本
町
２
丁
目
）

　
 

第
64
回
国
民
体
育
大
会　

水
泳
競
技　

成
年
女

子　

２
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

出
場

松
田　
　

典
（
新
庄
２
丁
目
）

　

 
第
64
回
国
民
体
育
大
会　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競
技

成
年
男
子　

出
場

下　
　

大
介
（
矢
作
３
丁
目
）

　

 

第
65
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会　

ス
キ
ー
競

技　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム　

成
年
男
子

Ｂ　

出
場

喜
多　

耀
介
（
中
林
１
丁
目
）

　
第
32
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会　

出
場

坂
上　

華
音
（
本
町
５
丁
目
）

　

 

第
13
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
少
林
寺
拳
法
大
会

出
場

山
崎　

龍
太
郎
（
菅
原
町
）

　

 

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技　

出
場

新
長　

隆
弘
（
菅
原
町
）

　

 

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大

会　

出
場

北
川　

英
豊
（
御
経
塚
３
丁
目
）

北
川　

元
気
（
御
経
塚
１
丁
目
）

清
水　

祐
志
（
押
野
１
丁
目
）

　

 

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

米
田　

悦
生
（
本
町
３
丁
目
）

　

 

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

柔
道
競
技　

出
場

上
松　

涼
太
郎
（
矢
作
１
丁
目
）

　

 

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

陸
上
競
技　

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

出
場

永
島　
　

翔
（
位
川
）

　

 

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体

育
大
会　

卓
球
競
技　

出
場

村
田　

恵
一
（
上
林
４
丁
目
）

　

 

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体

育
大
会　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

出
場

近
藤　

大
吾
（
押
野
５
丁
目
）

　
第
92
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会　

出
場



�

西
出
　
奈
々
（
三
納
）

　 
第
32
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

出
場

田
中
　
秀
曉
（
位
川
）

　 

第
47
回
石
川
県
体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会

　
60
㎏
級
　
第
１
位

下
濱
　
嵐
士
（
本
町
５
丁
目
）

高
木
　
克
大
（
押
野
５
丁
目
）

　 

第
23
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
０
　
出
場

野
々
市
町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　 

第
62
回
石
川
県
民
体
育
大
会
　
夏
季
大
会

　�

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
競
技
　
一
般
の
部
女
子
　
優
勝

野
々
市
町
剣
道
協
会
　
男
子

　 

第
62
回
石
川
県
民
体
育
大
会
　
夏
季
大
会

　
剣
道
競
技
　
壮
年
の
部
　
優
勝

野
々
市
町
弓
道
協
会
　
男
子

　 

第
62
回
石
川
県
民
体
育
大
会
　
夏
季
大
会

　�

弓
道
競
技
　
一
般
の
部
　
優
勝

野
々
市
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　
男
子

　 

第
62
回
石
川
県
民
体
育
大
会
　
夏
季
大
会

　�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
壮
年
の
部
　
優
勝

野
々
市
町
山
岳
協
会
　
女
子

　 

第
62
回
石
川
県
民
体
育
大
会
　
夏
季
大
会

　
山
岳
競
技
　
壮
年
の
部
　
優
勝

野
々
市
町
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
　
女
子

　 

第
62
回
石
川
県
民
体
育
大
会
　
夏
季
大
会

　�

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
　
一
般
の
部
　
優
勝

野
々
市
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
　
男
子

　 

第
62
回
石
川
県
民
体
育
大
会
　
夏
季
大
会
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
壮
年
の
部
　
優
勝

１
千
万
円
以
上
（
税
込
み
）

10
月
入
札
分

■
第
４
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事

予
定
価
格
　
４
，
４
１
０
万
円

落
札
価
格
　
４
，
１
４
７
万
５
千
円

落
札
者
　
㈱
豊
蔵
組

■
��-

�9
　
野
々
市
町
上
水
道
（
第
５
次

拡
張
）
事
業
　
配
水
管
布
設
工
事
　
第
３

工
区

予
定
価
格
　
１
，
３
４
４
万
円

落
札
価
格
　
１
，
２
５
８
万
９
千
５
百
円

落
札
者
　
大
智
㈱

■
��-

�0
　
野
々
市
町
上
水
道
（
第
５
次

拡
張
）
事
業
　
配
水
管
布
設
工
事
　
第
４

工
区

予
定
価
格
　
１
，
２
１
８
万
円

落
札
価
格
　
１
，
１
４
２
万
４
千
円

落
札
者
　
川
畑
工
業
所

■
野
々
市
町
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

　
区
画
街
路
舗
装
工
事
　
第
16
工
区

予
定
価
格
　
１
，
５
２
２
万
５
千
円

落
札
価
格
　
１
，
４
１
７
万
５
千
円

落
札
者
　
辰
村
道
路
㈱

■
公
共
下
水
道
事
業
　
実
施
設
計
業
務
　

第
２
工
区
（
末
松
地
区
）

予
定
価
格
　
１
，
７
８
５
万
円

落
札
価
格
　
１
，
６
５
９
万
円

落
札
者
　
ア
ル
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱

　
入
札
結
果

秋
の
叙
勲

田村　昌俊 氏
（本町２丁目）

瑞
宝
小
綬
章

公
立
高
校
の
教
員
、
校
長
と
し
て
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
る
。

坂井　菅子 氏
（本町３丁目）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
を
は
じ
め

と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事

し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
。

魚野孝次郎 氏
（扇が丘）

全
国
公
民
館
連
合
会
表
彰
　
功
労
賞

多
年
に
わ
た
り
、
公
民
館
長
と
し
て

地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

山
佐
　
壽
富
氏
（
本
町
３
丁
目
）

　�

第
10
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
立
ち
幅
跳
び
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　
優
勝

岩
永
　
真
治
氏
（
矢
作
４
丁
目
）

　�

第
10
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
　
優
勝

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲馬渕　松男 氏

（扇が丘）

瑞
宝
小
綬
章

石
川
県
警
察
警
視
長
な
ど
を
歴
任
し
、

県
内
の
治
安
維
持
に
貢
献
さ
れ
る
。

柳　　孔明 氏
（御経塚１丁目）

瑞
宝
単
光
章

石
川
県
警
察
警
部
な
ど
を
歴
任
し
、

県
内
の
治
安
維
持
に
貢
献
さ
れ
る
。
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21 決算＆ 上半期予算執行状況年度平成 22年度 町の財政事情
平成22年度 上半期予算執行状況（９月末現在）

一般会計支出現計予算178億4,880万3千円 一般会計収入現計予算 178億4,880万3千円

企業会計

町債現在高 （平成22年９月末現在）

146億350万5千円146億350万5千円

特別会計

平成21年度 決算

水道事業会計 現計予算額 調定済額 支出発生額

収益的収入 7億2,400万 円

7億2,400万 円

9,600万 円

5億8,110万 円

3億8,220万4千円

収益的支出 1億6,578万8千円

資本的収入 3,720万7千円

資本的支出 4,241万2千円

会 計 名 現計予算額 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険
土 地 取 得  3億6,300万 円

 39億3,948万6千円
 3億4,300万 円

 871万7千円
17億7,633万3千円
17億9,600万 円

 0円
 15億1,746万7千円
 1億2,481万1千円

 1万4千円
6億8,315万4千円
 2億5,513万1千円

 3億6,261万3千円
18億5,078万1千円
 1億1,614万6千円

 0円
7億5,035万9千円
7億4,281万3千円

後期高齢者医療
老 人 保 健
介 護 保 険
下水道事業

※現計予算額には、前年度からの繰越額6億8,105万2千円が含まれています
※予算額の構成比については100％になるよう、その他で調整しています

一般会計歳出決算額 145億4,735万5千円 一般会計歳入決算額 148億4,507万7千円

企業会計 特別会計

水道事業会計 収入決算額 支出決算額

収益的収入 7億5,716万1千円

収益的支出 7億4,008万2千円

資本的収入 1億1,908万 円

資本的支出 5億1,917万9千円

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険 39億9,876万7千円 39億4,018万8千円

後期高齢者医療  3億2,858万3千円 3億2,804万6千円

老 人 保 健 1,480万1千円 618万4千円

介 護 保 険 16億8,017万5千円 16億7,557万9千円

下水道事業 20億3,953万6千円 20億2,393万2千円

目的別区分 現　在　高

総　務　債 73億2,819万1千円

土　木　債 47億7,072万9千円

教　育　債 11億5,904万7千円

民　生　債 6億9,284万8千円

農林水産債 2億9,901万4千円

消　防　債 3億1,549万4千円

衛　生　債 2,952万9千円

公営住宅債 865万3千円

町民１人当たりの町税負担 （現計予算）
町税 66億5,701万5千円
町民1人当たり 14万2,701円 (14万9,824円)
　※（　　）内は平成21年度決算額
　※各税区分ごとに四捨五入している為、その合計額が
　　町民１人当たりの額と一致しない場合があります

平成22年9月末人口 4万6,650人
平成22年3月末人口 4万6,216人 

町民税 
59,433円
（64,621円）

町たばこ税
8,380円
（8,736円）

固定資産税
66,334円
（67,739円）

軽自動車税
1,634円

（1,645円）

都市計画税
6,921円

（7,083円）

※決算額には、前年度からの繰越額10億2,492万6千円が含まれています
※決算額の構成比については100％になるよう、その他で調整しています

町税

地方交付税

国庫支出金

町債

諸収入

県支出金

繰越金

地方消費税交付金

その他

 69億2,427万6千円 (46.6%)

 14億 634万6千円 (9.5%)

 13億6,544万8千円 (9.2%)

 12億 320万 円 (8.1%)

 8億9,441万2千円 (6.0%)

 8億4,603万3千円 (5.7%)

 7億6,646万4千円 (5.2%)

 4億8,575万2千円 (3.3%)

 9億5,314万6千円 (6.4%)

民生費

土木費

教育費

総務費

公債費

衛生費

消防費

その他

 42億9,752万6千円 (29.5%)

 22億4,567万4千円 (15.4%)

 19億7,136万1千円 (13.6%)

 18億4,746万5千円 (12.7%)

 17億3,841万9千円 (12.0%)

 13億2,920万3千円 (9.1%)

 7億7,359万7千円 (5.3%)

 3億4,411万 円 (2.4%)

％は決算額の構成比

◆その他の内訳◆  
分担金及び負担金  4億3,079万1千円
繰入金  1億7,390万6千円
地方譲与税  　　1億4,371万3千円
使用料及び手数料  　　6,031万 円
自動車取得税交付金  　　4,375万8千円
利子割等交付金  　　4,322万4千円
財産収入  　　4,137万1千円
交通安全対策特別交付金  　　1,293万6千円
寄附金  　　　　313万7千円

◆その他の内訳◆  （　）内は支出済額

商工費 1億7,302万7千円 （8,863万 円)
議会費 1億3,277万2千円 （6,659万7千円)
農林水産業費 5,522万2千円 (2,081万 円)
労働費 4,757万7千円 (1,899万9千円)
予備費 1,000万 　 円 (0円)
災害復旧費 2千円 (0円)
諸支出金 1千円 (0円)

◆その他の内訳◆  （　）内は収入済額

諸収入 3億9,843万4千円  (8,371万6千円)
財産収入 3億7,471万2千円 (515万 円)
繰入金 1億9,021万5千円  (0円)
地方譲与税 1億4,100万1千円 (4,193万9千円)
繰越金 1億1,883万6千円 (0円)
使用料及び手数料 5,783万5千円 (3,739万7千円)
自動車取得税交付金 4,000万     円 (1,183万9千円)
利子割等交付金 2,700万     円 (1,362万 円)
交通安全対策特別交付金 1,300万 円 (657万1千円)
寄附金 2千円 (113万6千円)

◆その他の内訳◆  
商工費  1億3,389万8千円
議会費  1億2,848万5千円
農林水産業費  　　5,250万3千円
労働費  　　2,922万4千円

%は予算額の構成比 %は予算額の構成比

30.4%

25.6%

9.5%

9.4%

8.8%

7.6%

6.3%

2.4%

37.3%

22.5%

13.1%

8.8%

5.8%

2.6%

2.4%

7.5%

民 生 費

教 育 費

土 木 費

公 債 費

総 務 費

衛 生 費

消 防 費

そ の 他

町 　 税

町 　 債

国庫支出金

地方交付税

県支出金

分担金及び負担金

地方消費税交付金

そ の 他

現計予算額
支 出 済 額

54億2,797万1千円
19億3,495万4千円

45億6,633万9千円
28億4,868万1千円

16億9,707万1千円
4億4,435万3千円

16億7,072万 円
8億1,144万4千円

15億7,456万7千円
5億1,705万8千円

13億6,433万 円
7億3,398万2千円

11億2,920万4千円
8億1,779万8千円

4億1,860万1千円
1億9,503万6千円

66億5,701万5千円
39億5,786万9千円

40億2,410万8千円
0円

　23億3,730万4千円
7億3,459万1千円

15億6,664万6千円
10億5,590万5千円

10億2,699万7千円
1億9,650万8千円

4億5,569万8千円
2億 670万9千円

4億2,000万 円
2億7,543万2千円

13億6,103万5千円
2億 136万8千円

現計予算額
収 入 済 額

（注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額4億9万9千円は、過年度分損
益勘定留保資金2億9,896万4千円、当年度分損益勘定留保資金8,744万2千円、当年
度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額1,369万3千円で補てんしました

（問い合わせ　財政課　☎227－6031）

部門別職員数（各年４月１日現在）
平成21年度 平成22年度

一般行政部門 228人 230人
特別行政部門（教育委員会） 48人 46人
公営企業等特別会計部門 35人 35人

合計 311人 311人
※�職員数は、一般職に属する職員の数であり、休職者及び派遣職
員（定数外）を含みます

職員給与費（平成21年度普通会計決算）
職員数（Ａ） 285人
給与費（Ｂ） 16億 5,446万 8千円
給料 10億 6,079万 3千円
職員手当 1億 9,705万 3千円

期末・勤勉手当 3億 9,662万 2千円
一人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 580万 5千円
※決算統計の数値のため、町決算額とは異なる場合があります

職員の平均年齢 ,平均給料月額 ,平均給与月額 (平成 21年 4月 1日現在 )
一般行政職 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
野々市町 41.8 歳 311,508円 323,650円
国 41.5 歳 325,521円 391,770円

類似団体 43.3 歳 330,544円 365,205円
技能労務職 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
野々市町 52.3 歳 265,202円 270,202円
国 49.2 歳 285,548円 322,737円

類似団体 48.5 歳 286,749円 304,615円

退職手当（平成22年４月１日現在）
自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.5 月分 30.55 月分
勤続25年 33.5 月分 41.34 月分
勤続35年 47.5 月分 59.28 月分

※国と同じです

期末・勤勉手当（平成21年度）
平均支給額 139万 2千円
期末手当 2.75 月分 (1.5 月分 )
勤勉手当 1.4 月分 (0.7 月分 )

※（　）内は、再任用職員にかかる支給額です
※国と同じです

特殊勤務手当（平成21年度）
支給実績 22万円

支給職員一人当たり平均支給年額 4,314円
職員全体に占める手当支給職員の割合 17.9％

手当の種類（手当数） 9種類

問い合わせ　秘書課　（☎ 227 － 6022）
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21 決算＆ 上半期予算執行状況年度平成 22年度 町の財政事情
平成22年度 上半期予算執行状況（９月末現在）

一般会計支出現計予算178億4,880万3千円 一般会計収入現計予算 178億4,880万3千円

企業会計

町債現在高 （平成22年９月末現在）

146億350万5千円146億350万5千円

特別会計

平成21年度 決算

水道事業会計 現計予算額 調定済額 支出発生額

収益的収入 7億2,400万 円

7億2,400万 円

9,600万 円

5億8,110万 円

3億8,220万4千円

収益的支出 1億6,578万8千円

資本的収入 3,720万7千円

資本的支出 4,241万2千円

会 計 名 現計予算額 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険
土 地 取 得  3億6,300万 円

 39億3,948万6千円
 3億4,300万 円

 871万7千円
17億7,633万3千円
17億9,600万 円

 0円
 15億1,746万7千円
 1億2,481万1千円

 1万4千円
6億8,315万4千円
 2億5,513万1千円

 3億6,261万3千円
18億5,078万1千円
 1億1,614万6千円

 0円
7億5,035万9千円
7億4,281万3千円

後期高齢者医療
老 人 保 健
介 護 保 険
下水道事業

※現計予算額には、前年度からの繰越額6億8,105万2千円が含まれています
※予算額の構成比については100％になるよう、その他で調整しています

一般会計歳出決算額 145億4,735万5千円 一般会計歳入決算額 148億4,507万7千円

企業会計 特別会計

水道事業会計 収入決算額 支出決算額

収益的収入 7億5,716万1千円

収益的支出 7億4,008万2千円

資本的収入 1億1,908万 円

資本的支出 5億1,917万9千円

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険 39億9,876万7千円 39億4,018万8千円

後期高齢者医療  3億2,858万3千円 3億2,804万6千円

老 人 保 健 1,480万1千円 618万4千円

介 護 保 険 16億8,017万5千円 16億7,557万9千円

下水道事業 20億3,953万6千円 20億2,393万2千円

目的別区分 現　在　高

総　務　債 73億2,819万1千円

土　木　債 47億7,072万9千円

教　育　債 11億5,904万7千円

民　生　債 6億9,284万8千円

農林水産債 2億9,901万4千円

消　防　債 3億1,549万4千円

衛　生　債 2,952万9千円

公営住宅債 865万3千円

町民１人当たりの町税負担 （現計予算）
町税 66億5,701万5千円
町民1人当たり 14万2,701円 (14万9,824円)
　※（　　）内は平成21年度決算額
　※各税区分ごとに四捨五入している為、その合計額が
　　町民１人当たりの額と一致しない場合があります

平成22年9月末人口 4万6,650人
平成22年3月末人口 4万6,216人 

町民税 
59,433円
（64,621円）

町たばこ税
8,380円
（8,736円）

固定資産税
66,334円
（67,739円）

軽自動車税
1,634円
（1,645円）

都市計画税
6,921円
（7,083円）

※決算額には、前年度からの繰越額10億2,492万6千円が含まれています
※決算額の構成比については100％になるよう、その他で調整しています

町税

地方交付税

国庫支出金

町債

諸収入

県支出金

繰越金

地方消費税交付金

その他

 69億2,427万6千円 (46.6%)

 14億 634万6千円 (9.5%)

 13億6,544万8千円 (9.2%)

 12億 320万 円 (8.1%)

 8億9,441万2千円 (6.0%)

 8億4,603万3千円 (5.7%)

 7億6,646万4千円 (5.2%)

 4億8,575万2千円 (3.3%)

 9億5,314万6千円 (6.4%)

民生費

土木費

教育費

総務費

公債費

衛生費

消防費

その他

 42億9,752万6千円 (29.5%)

 22億4,567万4千円 (15.4%)

 19億7,136万1千円 (13.6%)

 18億4,746万5千円 (12.7%)

 17億3,841万9千円 (12.0%)

 13億2,920万3千円 (9.1%)

 7億7,359万7千円 (5.3%)

 3億4,411万 円 (2.4%)

％は決算額の構成比

◆その他の内訳◆  
分担金及び負担金  4億3,079万1千円
繰入金  1億7,390万6千円
地方譲与税  　　1億4,371万3千円
使用料及び手数料  　　6,031万 円
自動車取得税交付金  　　4,375万8千円
利子割等交付金  　　4,322万4千円
財産収入  　　4,137万1千円
交通安全対策特別交付金  　　1,293万6千円
寄附金  　　　　313万7千円

◆その他の内訳◆  （　）内は支出済額

商工費 1億7,302万7千円 （8,863万 円)
議会費 1億3,277万2千円 （6,659万7千円)
農林水産業費 5,522万2千円 (2,081万 円)
労働費 4,757万7千円 (1,899万9千円)
予備費 1,000万 　 円 (0円)
災害復旧費 2千円 (0円)
諸支出金 1千円 (0円)

◆その他の内訳◆  （　）内は収入済額

諸収入 3億9,843万4千円  (8,371万6千円)
財産収入 3億7,471万2千円 (515万 円)
繰入金 1億9,021万5千円  (0円)
地方譲与税 1億4,100万1千円 (4,193万9千円)
繰越金 1億1,883万6千円 (0円)
使用料及び手数料 5,783万5千円 (3,739万7千円)
自動車取得税交付金 4,000万     円 (1,183万9千円)
利子割等交付金 2,700万     円 (1,362万 円)
交通安全対策特別交付金 1,300万 円 (657万1千円)
寄附金 2千円 (113万6千円)

◆その他の内訳◆  
商工費  1億3,389万8千円
議会費  1億2,848万5千円
農林水産業費  　　5,250万3千円
労働費  　　2,922万4千円

%は予算額の構成比 %は予算額の構成比

30.4%

25.6%

9.5%

9.4%

8.8%

7.6%

6.3%

2.4%

37.3%

22.5%

13.1%

8.8%

5.8%

2.6%

2.4%

7.5%

民 生 費

教 育 費

土 木 費

公 債 費

総 務 費

衛 生 費

消 防 費

そ の 他

町 　 税

町 　 債

国庫支出金

地方交付税

県支出金

分担金及び負担金

地方消費税交付金

そ の 他

現計予算額
支 出 済 額

54億2,797万1千円
19億3,495万4千円

45億6,633万9千円
28億4,868万1千円

16億9,707万1千円
4億4,435万3千円

16億7,072万 円
8億1,144万4千円

15億7,456万7千円
5億1,705万8千円

13億6,433万 円
7億3,398万2千円

11億2,920万4千円
8億1,779万8千円

4億1,860万1千円
1億9,503万6千円

66億5,701万5千円
39億5,786万9千円

40億2,410万8千円
0円

　23億3,730万4千円
7億3,459万1千円

15億6,664万6千円
10億5,590万5千円

10億2,699万7千円
1億9,650万8千円

4億5,569万8千円
2億 670万9千円

4億2,000万 円
2億7,543万2千円

13億6,103万5千円
2億 136万8千円

現計予算額
収 入 済 額

（注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額4億9万9千円は、過年度分損
益勘定留保資金2億9,896万4千円、当年度分損益勘定留保資金8,744万2千円、当年
度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額1,369万3千円で補てんしました

（問い合わせ　財政課　☎227－6031）

町職員給与などの状況
人件費（平成21年度普通会計決算）

　住民基本台帳人口
（平成22年 3月末現在） 46,216人

歳出額（Ａ） 145億 1,686万 円
人件費（Ｂ） 21億 8,247万 6千円

人件費割合（Ｂ／Ａ） 15.0％
※人件費には、特別職の給与・報酬を含みます
※決算統計の数値のため、町決算額とは異なる場合があります

ラスパイレス指数
平成21年度 平成16年度

野々市町 94.6 93.5
全国町村平均 94.6 93.7
類似団体 96.4 94.8

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100とした
場合の地方公務員の給与水準を示す指数です

※類似団体とは、人口及び産業構造が似通った他の市町村のこと



愛と和でふれあう
ののいちマナビィ
フェスタ 2010
学習と文化の祭典

　
10
月
23
日
㈯
か
ら
11
月
３
日
㈬
に
か
け

て
、学
習
と
文
化
の
祭
典「
マ
ナ
ビ
ィ
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
０
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
が
全
面
改

修
工
事
の
た
め
、
中
央
公
民
館
、
情
報
交

流
館
カ
メ
リ
ア
、
郷
土
資
料
館
の
３
つ
の

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
芸
能
民
謡
祭
や
音
楽
祭
で
は
、
日
頃
の

練
習
で
鍛
え
た
踊
り
や
演
奏
、
歌
声
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
会
場
で
は
精

魂
こ
め
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
町

民
が
来
場
し
ま
し
た
。

筑前琵琶演奏会芸能鑑賞会

夢灯篭

囲碁対局コーナー

�

中 央 公 民 館

郷 土 資 料 館

民話の語り

喫茶コーナーでちょっと一息

展示コーナー

人権擁護委員の読み聞かせ

すこやか体操

芸能民謡祭 音楽祭 手話体験コーナー フレッシュじょんから市
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26
日
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

27
日
　
白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
会
定
例
会

28
日
　�

白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
議
会
定

例
会

29
日
　
議
会
運
営
委
員
会
　
議
員
総
会

　
　
　
市
制
特
別
委
員
会

■
11
月

10
日
　
石
川
中
央
都
市
圏
議
会
連
絡
会

15
日
　
議
員
研
修
会（
市
制
特
別
委
員
会
）

　
議
会
活
動

10
月
16
日
～
11
月
15
日

■
10
月

18
日
　�

愛
知
郡
町
長
会
・
町
村
議
長
会
合

同
視
察
研
修
会

18
～
20
日
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

20
日
　
愛
知
県
幸
田
町
議
会
議
員
視
察
来
庁

21
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
福
祉
基
金
へ

▽�
清
水
外
司
英
様
（
堀
内
２
丁
目
）
か
ら

30
万
円

▽
県
水
泳
協
会
様
か
ら

10
万
円

▽
町
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
様
か
ら３

万
63
円

■
平
成
��
年
度
囲
碁
タ
イ
ト
ル
戦

10
／
1�
　
中
央
公
民
館

▽
名
人
位
　
　
武
田
　
敬
伍

▽
準
名
人
位
　
柴
　
稔

▽
金
杯
位
　
　
橋
爪
　
健
治

▽
準
金
杯
位
　
源
野
　
辰
一

▽
銀
杯
位
　
　
上
瀧
　
源
一
郎

▽
準
銀
杯
位
　
沢
本
　
雄
飛

　
ご
寄
付

　
大
会
結
果

【町長賞】上林　太平寺 2
【議長賞】菅原町　清金
【教育長賞】若葉　丸木
【中央公民館長賞】住吉町　あやめ
【ロータリークラブ会長賞】本町４　堀内町
【北國新聞社長賞】新庄 1　粟田３
【町子連会長賞】野代町　粟田４　本町６　じょんからKIDS

子ども壁新聞コンクール

お茶席（抹茶）

パソコン講座体験お茶席（煎茶）

公開文学講演会 菊花展 盆栽店

子どもフェスティバル美術文化協会展

情 報 交 流 館
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野々市町農業委員会だより
昨年から「新しい農地制度」がスタートしました。

　税は、大きく国税と地方税に分類され社会の運営に必要となる費用を、その地域の国民

から広く負担していただくものです。地方税のうち、市町村税には、住民税のほか、各自治

体で課税額を定める軽自動車税、固定資産税、都市計画税、国民健康保険税などがあります。

　これらの税については、町から市となることに起因して課税額が変わることはありません。

　また、市街化区域内の農地については、近くの宅地との課税の均衡を図るため、農地の固定資産税や都

市計画税が宅地並みの課税額となる「生産緑地制度」という制度がありますが、野々市町においては適用

されないことから、これらの税についても、市となることによって課税額が変わることはありません。

　市となることによって課税額が増えるのではないか、というご質問がありますが、市となることが原因

で課税額が増えることはありません。

　ただし、市になっても、町のままであっても財政事情により課税額が変更になる場合があります。

税　金市制について考えてみ
よう６

　
農
業
委
員
会
は
町
の
農
業
が
健
や
か
に
発

展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
農
業

委
員
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
農
業
を
担
う
人
々
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
、
ま
た
農
地
を
守
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
、
研
修
会
ま
た
他
市
町
と
の
会
議
や
視
察

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
を
活
か
し
て
、
農

地
の
有
効
利
用
や
農
業
の
担
い
手
育
成
な
ど

の
地
域
の
農
業
振
興
を
推
進
さ
せ
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
食
料
を
供

給
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
農
家
の
皆

さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
さ
ら
に
町
の
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
よ
い
も
の
と
な

る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
８
月
に
は
、
ほ
が
ら
か
村
野
田
店
を

視
察
し
ま
し
た
。

 

新
し
い
農
地
制
度
は
…

　
農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、
農
地
の
確
保

を
図
り
ま
す
。

　
農
地
を
貸
し
や
す
く
・
借
り
や
す
く
し
、

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
り
ま
す
。

〔
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
〕

 

農
地
を
貸
し
た
い
ん
だ
け
ど
…

　
農
地
の
賃
借
に
係
る
権
利
移
動
や
税
制
が

見
直
さ
れ
、
よ
り
一
層
、
農
地
を
貸
し
や
す

く
借
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

 

許
可
な
く
転
用
す
る
と
…

　
違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
、

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
（
法
人
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
）
と

な
り
ま
す
。

 

耕
作
し
な
い
で
い
る
と
…

　
遊
休
農
地
に
対
す
る
指
導
が
強
化
さ
れ
、

遊
休
農
地
の
所
有
者
な
ど
に
対
し
て
は
、
農

業
委
員
会
が
指
導
・
勧
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

農
地
を
相
続
す
る
場
合
は
…

　
相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た
人
は
、
農

業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

町
農
業
委
員
会
事
務
局
　☎２

２
７
・
６
０
８
１
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長
泉
町

「
産
業
政
策
」

　

静
岡
県
の
東
部
に
位
置
し
た
町
で
、
平
成

19
年
４
月
に
は
人
口
４
万
人
を
超
え
る
県
下

最
大
の
町
と
な
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
発
展

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
業
種
の
異
な
る
い
く

つ
か
の
大
規
模
工
場
を
誘
致
す
る
と
と
も

に
、
企
業
誘
致
や
中
小
工
場
の
集
団
化
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
県
が
推
進
す

る
富
士
山
麓
先
端
健
康
産
業
集
積
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
基
づ
き
、
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
長
泉
工

業
団
地
を
整
備
し
関
連
企
業
の
企
業
誘
致
に

も
努
め
て
き
ま
し
た
。
業
種
が
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
誘
致
の
結
果
、
景
気
の
影
響
を
受
け
る

こ
と
が
少
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
平

成
17
年
４
月
１
日
以
降
に
立
地
す
る
企
業
の

製
造
業
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
・
研
究
所
な

ど
を
対
象
に
、
長
泉
町
地
域
産
業
立
地
事
業

補
助
金
と
し
て
、
用
地
所
得
費
の
10
分
の
２

以
内
、
新
規
雇
用
１
人
あ
た
り
50
万
円
を
支

出
し
て
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
企
業
誘
致
の
第
一
の
目
的
は
法
人
税
で

は
な
く
町
民
の
雇
用
確
保
で
す
が
、
か
え
っ

て
結
果
的
に
所
得
税
の
納
税
額
も
県
下
一

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

 
川
根
本
町

「
観
光
施
策
」

　

静
岡
県
の
中
央
部
の
町
で
、
本
州
唯
一
の

原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
が
あ
る
大
井
川

源
流
部
や
、
南
ア
ル
プ
ス
の
最
南
端
に
位
置

す
る
光

て
か
り

岳だ
け

な
ど
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
寸す

又ま
た

峡き
ょ
うや
接せ

っ

岨そ

峡き
ょ
うな
ど
の
温

泉
、
全
国
で
唯
一
常
時
運
転
し
て
い
る
Ｓ
Ｌ

や
ア
プ
ト
式
鉄
道
、
素
晴
ら
し
い
星
空
が
観

察
で
き
る
三
ツ
星
天
文
台
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
恵

ま
れ
た
観
光
資
源
を
背
景
に
平
成
20
年
に

訪
れ
た
観
光
客
数
は
約
53
．
６
万
人
、
宿
泊

客
は
約
５
．
６
万
人
に
上
り
ま
す
。
そ
の
な

か
で
も
大
井
川
鉄
道
（
Ｓ
Ｌ
）
の
人
気
が
高

く
、
繁
忙
期
で
は
乗
車
出
来
な
い
人
も
見
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
Ｊ
Ｒ
線
と
の
乗
り
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
て
い
て
観
光
客
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
の
観
光
客
増
加
に
対
す
る
取
り
組
み

と
し
て
は
、
施
設
な
ど
は
極
力
作
ら
ず
ソ
フ

ト
面
を
充
実
さ
せ
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
従
前
か
ら
の
施
設
の
維
持

管
理
費
な
ど
の
増
加
が
主
な
理
由
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
例
と
し
て
は
、

寸
又
峡
温
泉
郷
の
和
紙
の
あ
か
り
展
や
雄
大

な
自
然
が
間
近
に
迫
る
大
井
川
鉄
道
線
井
川

線
「
奥
大
井
湖
上
駅
」
で
の
結
婚
式
な
ど
で
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
地
域
資
源
の
活
用
の

好
例
だ
と
思
い
ま
す
。

 

新
城
市

「
の
ん
ほ
い
ル
ロ
ッ
ト

（
し
ん
し
ろ
軽
ト
ラ
市
）」

　

愛
知
県
の
東
部
、
東
三
河
の
中
央
に
位
置

し
、
県
内
第
２
番
目
の
広
さ
と
な
る
面
積
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、
市
商

工
会
主
催
の
の
ん
ほ
い
ル
ロ
ッ
ト
を
毎
月
第

４
日
曜
日
の
午
前
中
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
内
中
央
通
り
商
店
街
区
域
を
歩
行
者
天
国

に
し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
な
ど
で
三
遠
南

信
に
お
け
る
地
域
資
源
（
野
菜
や
果
物
、
海

産
物
な
ど
）
を
広
く
集
め
、
生
産
者
お
よ
び

商
工
関
係
者
な
ど
に
よ
り
販
売
や
広
告
宣
伝

を
行
う
ほ
か
、
催
事
中
に
市
民
に
よ
る
趣
味

や
創
作
発
表
な
ど
も
広
く
取
り
入
れ
る
な

ど
、
参
加
者
、
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
交

流
を
深
め
る
と
と
も
に
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を

図
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
活
動
で
は
、
新
聞
、
Ｆ
Ｍ
、
広
報
お

よ
び
ポ
ス
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

で
宣
伝
し
、
市
内
集
客
ス
ポ
ッ
ト
に
も
「
着

ぐ
る
み
」
や
「
開
催
チ
ラ
シ
」
を
使
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
広
報

宣
伝
費
は
一
切
か
け
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
な
お
、
運
営
費
は
出
店
者
か
ら
の
出

店
料
の
み
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
市
か
ら
の

補
助
金
な
ど
は
受
け
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
は
昨
今
の
景
気
状
態
を
考
え

非
常
に
理
想
的
な
運
営
を
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
番
苦
労
し
た
点
は
、
道
路
通

行
止
め
許
可
関
係
の
こ
と
で
、
許
可
の
条
件

に
は
市
の
共
催
、
地
元
の
理
解
、
市
全
体
の

行
事
で
あ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
市
の
多

大
な
努
力
で
許
可
を
得
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
研
修
に
よ
り
得
た
知
識
な
ど
を
わ

が
町
の
地
域
活
性
化
策
な
ど
に
反
映
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

委
員
長　

岩
見　
　

博

　

10
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
静
岡
県
長
泉
町
の
「
産
業
政
策
全
般
」、
静
岡
県
川

根
本
町
「
観
光
施
策
」、愛
知
県
新
城
市
「
の
ん
ほ
い
ル
ロ
ッ
ト
（
し
ん
し
ろ
軽
ト
ラ
市
）」

に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
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■
歓
迎
式
典
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
13
日
午
後
、
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
野
々
市
小
の
宮
岸
知
輝

さ
ん
が
代
表
で
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
菅
原

小
の
木
津
奈
利
香
さ
ん
が
中
国
語
で
歌
の

紹
介
を
し
、
児
童
団
員
全
員
で
合
唱
、
リ

コ
ー
ダ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、じ
ょ
ん
か
ら
踊
り
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
家
庭
と
の
対
面

式
が
行
わ
れ
、
児
童
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
向
か
い
ま
し
た
。

■
授
業
交
流
・
深
圳
市
内
研
修

　
14
日
午
前
、
図
工
、
書
道
、
新
体
操
、

体
育
の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。午
後
は
、

市
内
の
経
済
特
区
記
念
公
園
や
野
々
市
町

交
流
記
念
植
樹
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

平
成
12
年
に
訪
問
し
た
際
に
植
樹
し
た
木

が
、
大
き
く
成
長
し
て
お
り
、
交
流
の
歴

史
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
夜
に
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
家
庭
も
交
え
て
の
夕
食
会
が
あ

り
、
本
当
の
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
15
日
の
朝
、
送
別
式
を
し
、
16
日
夜
、

野
々
市
町
に
全
員
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

深圳小学教育交流事業

　10 月 11 日から 16 日にかけて、野々市小・御園小・菅原小児童 12 人と引率者 9 人の合計 21 人の教育
交流訪問団が中国の深圳小学を訪問し、授業交流やホームステイなど貴重な体験を通して友好を深めました。

【深圳小学】
・ 中国広東省深圳市にある児童

1500 人ほどの大規模校
・ 1985 年に野々市小学校と友好

締結
・現在は隔年で相互訪問を実施

―引率団員の感想―
「深圳小学訪問を終えて」 野々市小　杉本由紀恵
　深圳小学では、1500 人の児童の皆さんと先生方の熱烈な歓迎
を受け、また、ホームステイの家族の皆さんにも大変心あたた
まるもてなしを受けて、子どもたちも私たちもとても感激しま
した。言葉は充分に話せなくても思いは伝わることが実感でき
ました。子どもたちは初めての海外への旅で、友だちやまわり
の人への思いやりを学び、たくましく成長したように感じます。
子どもたちの深圳小学での素晴らしく自信に満ちた発表と中国
の皆さんとの温かな交流により、今回の訪問が大変有意義なも
のとなり、多くの成果をあげることができたと思っています。

―児童団員の感想―
「思い出の深圳」 菅原小　大桑　彩音
　ホームステイの家族の人と公園で遊んだり、トランプや折り
紙をして遊んだりしました。屋上のある大きな家で風景を見な
がら、ダンスを踊ってくれてうれしかったです。最初は、言葉
が違う国で友だちができるか心配でしたが、楽しい時間を過ご
すことができました。

「盛大な歓迎について」 御園小　半浦　卓弥
　深圳小学に初めて訪問した時、たくさんの児童が日本と中国
の国旗をふって出迎えてくれ、とてもうれしく思い、中国にき
た実感がわきました。そして、ぼくたちの学校の倍以上の児童
数だと聞いてさらに驚きました。

深圳小学教育交流事業

深
し ん

圳
せ ん

での心に残る交流

図工の授業 新体操の授業 書道の授業

歓迎式典

経済特区記念公園
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地域の底力
～高齢者の安心を

　　　　みんなで守ろう～
…⑯

��
上
林
す
こ
や
か
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　
20
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は
？

　
ゴ
ム
体
操
な
ど
の
各
種
体
操
や
茶
話
会

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
政
バ
ス
で
の

施
設
見
学
や
新
年
会
な
ど
季
節
の
行
事
も

行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
横
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
、
色
々
な

情
報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
継

続
し
て
体
操
を
行
う
こ
と
で
体
力
づ
く
り

に
も
な
り
ま
す
。

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
こ
の
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
と
笑
顔
に
な

れ
る
の
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
男

性
の
参
加
者
も
大
歓
迎
で
す
よ
。

活
動
場
所
　
上
林
ふ
れ
あ
い
会
館

活
動
日
時
　
第
２
、
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

対
象
者
　
上
林
町
内
の
住
民

問
い
合
わ
せ
先

中
村
（
世
話
役
）
２
４
８―

０
７
６
３
　

��

中
林
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は
？

　
12
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は
？

　
毎
回
、
ゴ
ム
体
操
や
井
戸
端
会
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

気
軽
に
参
加
で
き
、

笑
顔
が
絶
え
な
い
サ
ロ
ン
で
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
ゴ
ム
体
操
も
い
い
け
ど
、
み
ん
な
で
ワ

イ
ワ
イ
話
し
が
出
来
る
の
が
楽
し
み
。

み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
み
ん
な
で
会
話
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ス
発
散
で
き
る
こ
と

間
違
い
な
し
で
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん

の
町
内
会
に
も
地
域
サ
ロ
ン
を
開
催
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

活
動
場
所
　
中
林
倶
楽
部

活
動
日
時
　
第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

対
象
者
　
中
林
町
内
の
住
民

問
い
合
わ
せ
先

安
田
（
世
話
役
）
２
４
８―

０
８
３
３

　
地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が
「
地
域
サ
ロ
ン
」

で
す
。
そ
ん
な
町
内
の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
６
月
号
よ
り
隔
月
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
第
４
弾
と
し
て
「
上
林
す
こ
や
か
サ
ロ
ン
」「
中
林
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
」

を
紹
介
し
ま
す
！
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
寒
い
季
節
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
!�!

問い合わせ　地域包括支援センター（役場１階）
☎ 227 － 6067

地
域
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
み
よ
う
④
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カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

みんなに会えることが幸せ
障害者スポーツ交流大会

10月24日㈰、町内の身体・知的に障害のある人とその家族
や介護者、ボランティア団体の関係者約130人がスポーツセ
ンターに集い、９種目のスポーツやレクリエーションを楽し
みました。これは、日ごろ外へ出る機会が少ない障害のある
人が参加者との交流をとおして、社会参加を進めることを目
的に毎年行われています。
　会場には、競技を進行した町体育指導委員の皆さんの気配
りと大会運営を補助したボランティア団体の皆さんの温かい
まなざし、そして、飛び交う声援で、和やかな時間がゆった
りと流れていました。

みんなではじめるエコ活動
いしかわ学校版環境ＩＳＯ認定式

　11月11日㈭に県庁で町内の７小中学校が、いしかわ学校
版環境ISOの認定を受けました。平成14年から行われており、
今回で123の学校が認定を受けました。
　各学校とも、積極的に地球環境についての学習の場を設け、
エコ活動に対する意識を高めてきました。給食の食べ残しをな
くしたり、印刷時の裏紙の利用、エアコン使用時間の削減やグ
リーンカーテンの実施、アルミ缶やペットボトルのキャップの
回収など、１人１人が意識をしてＣＯ₂の削減に積極的に取り
組んでいます。皆さんも身近なことからエコ活動始めてみま
しょう。

はじめてのガイド体験
石川県立大おもしろ探検

　10月23日㈯、学園祭に訪れた町民にもっと大学のことを
知ってもらおうと、県立大学の学生サークル「ののいち探検
隊＠里まちガイド」が企画した見学ツアーが行われました。
　学生たちにとってガイド役は初めての経験。言葉が詰まる
場面もありましたが、懸命の説明に、24人の参加者からは助
け舟も出され、和やかな人の輪ができました。
　この事業は、町内案内ガイドの設立を目指す『ののいち「里
まち」ガイド設立研究会』との共同開催。ガイド養成講座は
この12月から開催され、受講者を募集しています。
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みんなの気持ちを１つに
オレンジリボン・キャンペーン

　子どもへの虐待のない社会を目指し、平成16年から全国
で始まった「オレンジリボン運動」。県内でも、毎年キャンペー
ン活動を展開し、町でも、11月１日㈪、２日㈫に庁舎内に特
設コーナーを設け、呼びかけを行いました。
　「小さな虐待防止の声かけも、集まれば大きな声になる」の
考えのもと、参加者には自らの思いを紙に書いてもらいまし
た。真ん中に子ども達の明るい未来を示す色オレンジ、その
周りに集まったメッセージをつけて１つのシートを完成させ
ました。多くのメッセージが集まり、児童虐待防止の啓発に
一役買いました。

善意の 2000 足が海を渡る
フィリピンの子どもたちにスニーカー・サンダルを贈ろう

　野々市ライオンズクラブは国際親善事業を積極的に取り組ん
でいます。この秋は、フィリピンの子どもたちのために、町内
の家庭で不用になったスニーカー、サンダルを集めました。
　10月22日㈮には、会員がそれまでに集めた約400足の梱
包作業を精力的に行いました。この後、元クラブ会員の厚意に
より、コンテナに乗せ、12月中にケソン市ビックキッスライ
オンズクラブに届けられ、クリスマスプレゼントに間に合わせ
るとのこと。
　これ以降も、町内会の協力も得ながらこのキャンペーンが続
けられ、11月24日までに合計約2000足が集まりました。

仲間との交流、楽しいひととき
ひとり暮らし高齢者会食会

　10月28日㈭、町老人福祉センター椿荘で、一人暮らしの
お年寄りを対象とした昼食会が開かれました。これは、外に
出て仲間を作ってもらう事を目的に昭和58年から始まりま
した。参加者は毎年楽しみにしており、今年は56人が集ま
りました。みんなで町長を囲んで、季節の食材をふんだんに
使ったお弁当を味わいました。周りの人と笑顔で楽しく会話
をしながら有意義な時間を過ごしました。
　また、会の前後には和光保育園児のお遊戯、１円玉の会に
よる寸劇、コールあいによるコーラス、健康教室や野菊の会
による踊りなども行われ、会場は盛り上がりました。

「消したかな」 あなたを守る 合言葉
秋季火災予防週間（11月９～ 15日）

　秋の火災予防週間に合わせて11月14日㈰、町消防団員と
野々市消防署員が消防車両に乗り込み、火災予防を呼びかけま
した。
　防火パレードに先立ち、野々市消防署前で行われた出発式
では、「今年は猛暑から一気に寒くなり、暖房の使用が増えたの
で、しっかり注意を呼びかけてほしい」と粟町長があいさつし
ました。
　町内を巡回した後、それぞれの管轄の消火栓や防火水槽の点
検を行いました。
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

たいよう組さん大好き
富奥保育園

かがやくひとみ

「　　　が出てふくらんで、花が咲いたらジャン

　　　ケンポン」誕生会でふれあい遊びをしま

した。たいよう組さんの優しいまなざしが、ほし組

さんにも注がれます。

　年少ほし組は、年長たいよう組が大好き !! 春か

ら着替えの手伝いに来てくれていた、たいよう組さ

ん。「ぼくも着替えさせて」「お姉ちゃん、裏返し直

して」とほし組さん。初めからたいよう組さんに喜

んで抱きつく子もいましたが、「一緒に手をつなご

う」と声をかけられても、恥ずかしかったり緊張し

たりで、手をつなげない子もいました。そんなほし

組さんに困ってしまうたいよう組さんの姿も見られ

ましたが、毎日優しく名前を呼びかけているうちに、

自然に笑顔で手をつなぐようになりました。

運動会では、たいよう組さんとペアになって、

フォークダンスをしました。たいよう組さん

は「ゆっくり回るよ」と小さい子が転ばないように

声をかけてくれます。ほし組さんは、たいよう組さ

んに抱きしめられると満面の笑顔になっていまし

た。リレーで速く走ることができるたいよう組。太

鼓をたたくとき、りりしいたいよう組。ほし組さん

のあこがれです。

これからもクリスマス会や新年お楽しみ会など

大好きなたいよう組さんと楽しみ、笑顔あふ

れる『とみおくっこ』がたくさん増えてくれること

を願っています。

広
告
欄

広告募集中
（１号 5.6 ｃｍ四方）

掲載料は月額 2万円。６カ月連
続掲載で10万円（１カ月分無料）
※�税込み、版下原稿作成費用は
含まない
問い合わせ　広報情報課広報広
聴担当（☎ 227 － 6056）

芽
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ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

大迫　　耀さん
菅原小学校２年

クレープ屋になりたい

小西　悠己くん
富陽小学校１年

恐竜博士になりたい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

図書館お役立ち情報：町立図書館の蔵書をインターネットで検索することができます。
（http://library.town.nonoichi.lg.jp/iliswing/we/opac/kensaku.jsp）

と　き　12月
がつ

11日
にち

㈯、25日
にち

㈯

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

リボンのかかったは
・

こ
・

の中
なか

身
み

は何
なに

か
な？考

かんが

えるとワクワクしますね。
ある日

ひ

、とても大
おお

きなプレゼントのは
・

こ
・

がとどきました。カードには、「み
んなのほしいものが入っていますよ」
と書

か

いてありますが…

● 今月の展示図書

テーマ　『健康に過ごす』

※期間中の展示図書の貸し出しはできませんの
で、予約をお願いします

『すてきなプレゼント』
またのあつこ／著　　文渓堂

● 大人向け

団塊の世代が一斉に定年を迎えると
き、社会に大混乱が起こると恐れられ
た「2007年問題」。
しかし、それほどまでの変化が実際に
起こったか。60歳を過ぎても現役で
活躍する彼らは、これからの時代にど
んな波を起こすのか？

『リタイアモラトリアム　すぐに退職
しない団塊世代は何を変えるか』
村田　裕之／著　　日本経済新聞出版社

11日㈯は、
人権擁護委員さん
による楽しい
読み聞かせ
です。

　
関
西
野
々
市
会
（
魚
野
政
治
会
長
以

下
会
員
11
名
）
の
平
成
22
年
度
総
会
と

懇
親
会
は
、
10
月
23
日
㈯
、
大
阪
府
大

阪
市
の
ホ
テ
ル
で
、
田
中
宣
副
町
長
を

招
き
10
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
魚
野
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、

田
中
宣
副
町
長
か
ら
国
勢
調
査
や
市
制

準
備
状
況
な
ど
町
政
全
般
の
報
告
の
あ

と
、
次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
決
め

ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
市
制
推
進
へ

の
協
力
を
誓
う
と
と
も
に
、
野
々
市
と

関
西
圏
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
尽
力
す

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
関
西
野
々
市
会
の
役
員
は
ご
覧
の

方
々
で
す
（
敬
称
略
）。

■
相
談
役
　
粟
貴
章
、
西
田
治
夫
　
■
会

長
　
魚
野
政
治
　
■
副
会
長
　
村
井
治

夫
、
木
戸
三
雄
　
■
理
事
　
吉
田
邦
男
、

米
原
潔
、
村
功
、
徳
沢
謹
也
、
山
本
雅

美
、
阿
保
千
秋
　
■
幹
事
　
塚
村
昭
二

（
会
計
）、小
畠
邦
雄
　
■
監
事
　
粟
幸
雄
、

別
府
幸
子

関西野々市会
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リレー方式で町民の方々を紹介しています

自分らしさを追及していきたい。

松井　邦彰さん／粟田

野々市町で暮らしてどうですか？
太平寺に８年、粟田に 14 年住んでいます。会社の
通勤が 15 分と近く、歩いて飲食出来るところが気
にいってます。
広報についてのご意見は？
昨年、町内会長を１年間しました。情報がたくさん
あり町会運営において、参考になりました。
自分の性格を一言であらわすと？
器用貧乏（ナンバー２がにあう男かな）
趣味はなんですか？
墨絵です。どこででも筆ペン１本で気軽に書けると
ころが好きです。最近は色も入れています。色紙サ
イズにはこだわりをもって書いてます。
目標やチャレンジしてみたいことは？
第２の人生に向けて絵と書を続けていきたいです。
全国を歩いて、風景、城、海などを自分なりに色紙
に書いていきたいです。
「松井さんの絵を見たら元気になる」と言葉をかけ
てくれると本当にうれしいし、幸せな気持ちになり
ます。これからも、自分らしいものを作って、みん
なに喜んでもらえるよう頑張ります。
夢は個展です !!

“いきいき”
　　ののいち人

55

Topics

↑オリジナルフレーム切手
　「歴史とロマンが息づくまち野々市」
　80円切手×10枚（１シート1200円）

11 月１日より野々市オリジナルフレーム切手販売始まる !!
　町と地元郵便局が協力して、野々市の魅力を発信していき
たいと計画を進め、今回、郵便局株式会社北陸支社が野々市
オリジナル切手を作成しました。切手には、じょんから踊り
を始め、町花である椿の花、コミュニティバス「のっティ」
など町の魅力が詰まっています。
　11 月１日㈪の販売開始に合わせて、町役場で贈呈式が行
われ、髙野重美支社長から粟貴章町長に記念切手を手渡され
ました。また、町表彰式が催された３日㈬（文化の日）には、
役場庁舎に臨時販売窓口を設け、多くの人の関心を集めまし
た。
※�販売は、金沢、かほく、白山の各市と野々市、津幡、内灘
の各町の全郵便局となっています
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粟
田
３

奥
山
扶
美
恵
　
粟
田
３
）
粟
田
３

太
田
　
好
信
　
押
越
２

礪
波
　
和
枝
　
押
越
２
）
押
越
２

三
村
　
健
二
　
長
　
池

椎
間
　
友
美
　
若
松
町
）
二
日
市
町

山
崎
　
弘
人
　
二
日
市
町

木
村
和
加
子
　
白
山
市
）
二
日
市
町

吉
田
爲
美
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若
松
町�

78
歳

宮
前
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押
野
１�
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橋
本
ゆ
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新
庄
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歳

杉
本
多
津
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押
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５�

68
歳

宮
本
　
ヒ
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矢
作
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靏
尾
ま
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新
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歳

松
濱
　
靜
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本
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藤
井
　
誠
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下
林
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堀
　
　
伸
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若
松
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南
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泰
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清
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歳

横
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邦
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本
町
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歳

杉
井
　
宏
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下
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歳

源
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本
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松
村
キ
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野
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倉
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中
林
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歳

小
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中
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３�

75
歳

西
　
　
幸
次�

本
町
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歳

竹
松
　
順
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歳

柴
田
喜
一
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長
　
池�
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歳

吉
川
　
敏
廣�

矢
作
３�
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歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

崎
田
　
蒼そ

娃あ

晃
功緑
）
稲
荷
３

山
根
　
琉る

楓か

啓
介

陽
子
）
稲
荷
２

北
川
　
敦あ

つ

也や

一
徳

多
見
子
）
上
林
４

秋
前
　
櫻お

う

洲し
ゅ
う

好
史

有
加
）
押
野
６

米
町
　
咲さ

く

楽ら

俊
充

千
恵
）
藤
平
田
１

山
越
　
結ゆ

愛あ

慎
也

美
也
子
）
扇
が
丘

梶
井
公こ

う

史し

郎ろ
う

崇
平

桐
子
）
本
町
４

西
村
　
茉ま

陽ひ
ろ

翼萌
）
住
吉
町

酒
谷
　
里り

桜お

友
寛

奈
緒
子
）
新
庄
５

小
澤
　
光ひ

か

里り

佳
晃

律
子
）
下
林
１

中
嶋
　
千ち

咲さ
き

宏
憲

ま
ど
か
）
上
林
４

行
武
　
斗と

う

吾ご

大
輔

真
衣
）
扇
が
丘

橋
本
あ
お
い

大

み
ど
り
）
下
林
４

金
山
　
愁

し
ゅ
う

弥や

孝
秀

有
希
子
）
本
町
１

山
内
　
惺

し
ょ
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真
理
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粟
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瀬
尾
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り

加か

尚
弘

真
美
子
）
本
町
３

佐
野
　
心こ

こ
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和
之

幸
乃
）
下
林
４

杉
本
　
香こ

の

華は

誠
良
子
）
御
経
塚
５

東
川
　
瑠る

希き

悠
介

小
春
）
押
野
５

久
安
　
良ら

依い

浩
仁

由
美
子
）
新
庄
２

宮
下
　
昴
太
　
堀
内
４

内
嶋
　
真
耶
　
堀
内
４
）
堀
内
４

山
岸
　
功
一
　
三
　
納

村
上
　
千
夏
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納
）
三
　
納

山
下
　
秀
樹
　
野
代
１

金
井
　
莉
絵
　
野
代
１
）
野
代
１

北
　
　
大
輝
　
白
山
市

豊
田
　
彩
奈
　
藤
平
田
２
）
下
林
４

塚
本
　
涼
人
　
御
経
塚
１

髙
山
由
希
絵
　
金
沢
市
）
御
経
塚
１

戸籍の窓
H22.10.16 〜 H22.11.15 受付分

■10月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 46,671 人	（＋		21）

　　男	 23,581 人	（＋		 5）

　　女	 23,090 人	（＋		16）

　世帯数	 19,793 世帯	（＋ 27）

■10月中の人の動き
　転　入	 227 人

　転　出	 227 人

　出　生	 53 人

　死　亡	 32 人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

個人情報保護のため本人・ご家族の希望
があったものを掲載しています



※環境保護のため、古紙配合率100％再生紙、大豆インク
　を使用しています。
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主な内容

　
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で

が
集
っ
た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
で
は
、
年
齢
に
関

係
な
く
励
ま
し
合
う
人
の
温

み
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
の
布
市
神
社

の
社
林
の
木
々
は
寄
り
添
う

こ
と
に
よ
っ
て
悠
久
の
時
を

刻
ん
で
き
ま
し
た
。
立
派
な

木
で
も
一
本
だ
け
で
は
風
雪

で
倒
れ
ま
す
。
野
々
市
町
は

県
内
一
人
口
密
度
が
高
い
町
。

ご
近
所
で
寄
り
添
う
こ
と
の

で
き
る
空
間
が
最
も
あ
る
町

で
す
。
あ
と
は
、
人
の
情
や

気
持
ち
次
第
な
の
で
し
ょ
う

か
…	

（
桝
谷
）

　
広
報
担
当
に
な
っ
て
８
カ

月
。「
中
山
さ
ん
で
す
よ
ね
!?

こ
の
前
、
広
報
に
載
せ
て
も

ら
っ
て
あ
り
が
と
う
、
ま
た
載

せ
て
下
さ
い
」
と
以
前
に
取
材

を
し
た
人
か
ら
声
を
か
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
出
来

事
に
び
っ
く
り
。
名
前
ま
で
覚

え
て
く
れ
て
る
な
ん
て
。
大
変

う
れ
し
い
言
葉
で
し
た
。

　
今
年
も
あ
と
１
カ
月
。
こ
う

し
た
声
を
少
し
で
も
か
け
て
も

ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

	

（
中
山
）

編
集
後
記

　住吉川沿いに位置する境内の社林は、高さ 20m前後の木々によって鎮守の森の趣きを残し

ています。推定樹齢 500年である町指定文化財の大イチョウのほかに、幹周り（地上 1.3m）

が 2.0 ～ 2.7m、高さは約 22～ 24mのイチョウが６本みられ、晩秋の境内はその落葉によっ

て黄色のじゅうたんを敷きつめたようで印象的でした。

　拝殿右側にあるケヤキの大きなものは幹周りが 3.9mもあります。また、幹周り 2.5m前後

のモミやタブもみられます。

　布市神社のもとは富樫郷住吉神社でしたが、大正３年（1914）の神社合祀によって名称が

変わりました。加賀の守護であった富樫氏が崇拝した神社として「住吉の宮」の名称で町指定

史跡となっています。

布市神社の社林（本町 2 丁目）
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